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平成23年3月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日) 

 

修正の理由 

 当第2四半期連結累計期間において、長引く景気低迷から社会人の受講申込みが減速するとともに、就職状況の悪化に
よる公認会計士講座の極度の不振、従来売上を牽引してきた公務員講座（国家二種・地方上級コース）の鈍化並びに司法
書士を除くWセミナーの法律系講座の売上不振等により、連結売上高が急速にブレーキがかかりました。これにより、 当
社が重視している前受金調整前売上高（現金ベースの売上高）が計画比1,185百万円（同8.3％）減と大きく減少する一方
で、積み上がっていた前受金の戻入が大きく超過し、計画比1,101百万円増となったため、前受金調整後売上高（連結損益
計算書上の売上高）は同84百万円（同0.6％）減にとどまりました。 
 また、売上原価が同0.4％減及び返品調整引当金戻入額が超過であったことから、売上総利益は同1.4％増となりました。
販売費及び一般管理費を同405百万円減と大きく抑制したことにより、営業利益は同482百万円（同83.5％）増となりました。
営業外損益及び特別損失はほぼ計画通りであり、税負担が当初計画よりも増えたことにより、四半期純利益は243百万円
の黒字となりました。 
 個別業績予想の修正に関しましても、ほぼ同様の傾向であります。 
 なお、通期の業績予想に関しては、現在、変更しておりません。これは、景気の不透明感からほとんどの講座で足許の受
講申込みが計画を下回っているとともに、多数の講座で前年割れを生じており、この後、11月から12月にかけて公認会計
士試験及び税理士試験の合格発表が相次ぐことから、通期の業績予想のためにはこれら合格発表後の申込状況を見極
める必要があるからです。申込み状況を精査後、すみやかに通期の業績予想を下方に修正する予定であります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年5月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 13,460 578 576 △16 △22.51

今回発表予想(B) 13,375 1,060 1,048 243 13.34

増減額(B-A) △84 482 471 259

増減率(%) △0.6 83.5 81.8 ―

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

11,608 871 674 366 20.10

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 13,000 502 503 △55 △3.04

今回発表予想(B) 12,904 928 917 165 9.06

増減額(B-A) △95 426 414 220

増減率(%) △0.7 84.9 82.3 ―

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

11,312 1,056 861 487 26.76


